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▲大玉村消防団第５分団

村の人口
８月末日現在
面積　79.46�

対前月比

男 4,272 人　－ 7
女 4,321 人　＋ 7
計 8,593 人　± 0
世帯数 2,127 戸　＋ 5
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八
月
十
五
日
の
午
後
五
時
か
ら

改
善
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

新
成
人
約
一
〇
〇
人
が
出
席
し
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
の
式
典
で
は
、
新
成
人

を
代
表
し
て
斎
藤
翼
さ
ん
と
杉
原

友
美
さ
ん
に
浅
和
村
長
か
ら
成
人

証
書
が
手
渡
さ
れ
た
後
、
浅
和
村

長
か
ら
新
成
人
に
向
け
て
「
私
た

ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
を
、

よ
り
明
る
く
住
み
よ
い
魅
力
あ
る

村
に
し
て
い
く
た
め
に
も
、
皆
さ

ん
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」

と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
遠

藤
勝
彦
さ
ん
が
「
私
た
ち
を
育
て

て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
し
大
玉
村

を
誇
り
に
思
い
、
成
人
と
し
て
の

自
覚
を
も
っ
て
積
極
的
に
地
域
社

会
に
貢
献
し
ま
す
」
と
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

式
終
了
後
は
、
新
成
人
主
催
に

よ
る
、
第
二
部
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が

同
会
場
に
お
い
て
行
わ
れ
、
恩
師

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た

り
、
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
思
い
出
に

残
る
夏
の
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

～成人証書を受けとる斎藤翼さん（左）と
杉原友美さん（右）～

～誓いの言葉を述べる遠藤勝彦さん～

第
八
回

大
玉
村
高
齢
者

芸
能
発
表
会

八
月
十
八
日
に
、
改
善
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
大
玉
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の

第
八
回
大
玉
村
高
齢
者
芸
能

発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
日
頃
練
習
し
て

き
た
民
謡
や
詩
吟
、
舞
踊
等

を
披
露
し
た
く
さ
ん
の
観
衆

を
魅
了
し
ま
し
た
。

～日頃の練習の成果を発表する出演者～

夏

の

成

人

式

〜
二
〇
〇
四
お
お
た
ま
成
人
祭
〜

全
国
の
頂
点
を
目
指
し
て

〜
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
（
中
国
二
〇
〇
四
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）〜

八
月
一
日
か
ら
中
国
地
方
の
島
根
県
を
中
心
に
全
国
高
校
総
合
体

育
大
会
（
中
国
二
〇
〇
四
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
高
校
選
手
権
大
会
百
メ
ー
ト
ル
障
害
で
優
勝
し
た
日
大
東
北

高
校
陸
上
部
三
年
生
押
山
由
衣
さ
ん（
玉
井
字
薄
黒
内
）と
、
第
五
十

回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
で
優
勝
し

た
、
郡
山
北
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
三
年
生
武
田
高
佳
さ
ん

（
玉
井
字
西
永
峰
）
と
郡
山
女

子
大
附
属
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
一
年
生
大
内
舞
美
さ
ん
（
玉

井
字
的
場
）
が
、
全
国
高
校
総

合
体
育
大
会
（
中
国
二
〇
〇
四

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
に
出
場
し
全

国
の
頂
点
を
目
指
し
ま
し
た
。

押
山
由
衣
さ
ん
は
、
予
選
を

通
過
し
準
決
勝
へ
進
出
、
武
田

高
佳
さ
ん
、
大
内
舞
美
さ
ん
は

全
国
の
高
い
壁
に
阻
ま
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
勝
利
の
女
神
を
自

分
の
味
方
に
引
き
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ず
、
入
賞
に
は
至
ら
な

か
っ
た
が
、
こ
の
貴
重
な
経
験

を
今
後
に
生
か
し
て
、
各
種
大

会
で
の
活
躍
と
更
な
る
今
後
の

躍
進
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

大内　舞美さん
（玉井字的場）

武田　高佳さん
（玉井字西永峰）

押山　由衣さん
（玉井字薄黒内）



村民憲章……明るく快適な住みよい村をつくりましょう。第４７６号�

第
二
十
五
回
東
北
中
学
校

陸
上
競
技
大
会
出
場

〜
大
会
で
の
活
躍
を
願
い
激
励
金
交
付
〜

第
二
十
五
回
東
北
中
学
校

陸
上
競
技
大
会
に
出
場
す
る

大
玉
中
学
校
三
年
生
の
佐
藤

夏
葵
さ
ん
（
玉
井
字
中
原
）

と
大
玉
中
学
校
一
年
生
の
渡

辺
昴
く
ん
（
大
山
字
椚
山
赤

坂
）
が
八
月
四
日
に
役
場
を

訪
れ
出
場
報
告
し
、
大
会
で

の
活
躍
を
願
い
村
か
ら
激
励

金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
八
月
十
日
か
ら

十
二
日
の
日
程
で
青
森
県
で

開
催
さ
れ
、
佐
藤
夏
葵
さ
ん

が
砲
丸
投
げ
女
子
の
部
で
八

位
入
賞
、渡
辺
昴
く
ん
が
一
、

五
〇
〇
ｍ
走
一
年
生
の
部
で

五
位
入
賞
と
い
う
優
秀
な
成

績
を
修
め
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
の
納
税
功

労
者
等
感
謝
状
贈
呈
式
に
お

い
て
、
一
番
組
納
税
貯
蓄
組

合
（
大
山
六
区
）
に
、
県
北

地
方
振
興
局
長
よ
り
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
組
合
は
、
組
合
長
の
指

導
の
も
と
、
県
税
の
納
期
内

完
納
に
努
め
る
な
ど
、
地
域

の
納
税
貯
蓄
組
合
と
し
て
積

極
的
に
活
動
し
て
お
り
、
そ

の
功
績
は
大
で
あ
る
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
十
九
日
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
さ
く
ら
に
お
い
て
、
交
通
安

全
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
伝
達
式
は
、
全
国
各
地
を

巡
っ
て
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

イ
ベ
ン
ト
の
一
環
で
行
わ
れ
、
内

閣
官
房
長
官
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
伝
達
を
受
け
て
、
浅
和
村
長
が

地
域
の
交
通
安
全
の
推
進
を
図
り
、

事
故
を
撲
滅
す
る
こ
と
の
決
意
文

を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

大
玉
村
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

の
方
々
に
よ
る
紙
芝
居
が
行
わ
れ

関
係
者
や
利
用
者
等
が
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

～佐藤夏葵さん（左）と渡辺昴くん（右）～

～大玉村交通安全母の会連合会による紙芝居の様子～

～感謝状を受けとる一番組納税貯蓄組合～

社
会
に
尽
し
て
き
た

高
齢
者
を
敬
愛
し
、長
寿
を
祝
う

〜
大
玉
村
敬
老
会
〜

平
成
十
六
年
度
大
玉
村
敬
老
会

が
八
月
二
十
五
日
か
ら
九
月
三
日

ま
で
の
述
べ
八
日
間
、
七
十
歳
以

上
の
お
年
寄
り
一
、
四
八
三
名
を

各
老
人
ク
ラ
ブ
単
位
に
招
待
し
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
お
お
た
ま
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

浅
和
村
長
か
ら
の
、
長
寿
を
祝

う
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
祝
金
の
給

付
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、

米
寿
十
九
名
の
方
々
に
県
及
び
村

か
ら
の
祝
金
、
喜
寿
九
十
六
名
の

方
々
に
村
か
ら
の
祝
金
、
九
十
九

歳
一
名
の
方
に
は
県
知
事
か
ら
の

祝
金
が
給
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
八
十
八
歳
十
九
名
の
方

々
に
祝
金
と
紫
座
布
団
、
八
十
歳

七
十
七
名
の
方
々
に
毛
布
を
、
ま

た
、
七
十
五
歳
一
〇
五
名
の
方
々

に
は
体
温
計
と
万
歩
計
が
記
念
品

と
し
て
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
更
に

は
、
金
婚
夫
婦
二
十
五
組
が
表
彰

さ
れ
福
島
民
報
社
等
か
ら
の
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
祝
宴
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
方
々
は
、
玉
井
・
大
山

両
幼
稚
園
、
大
玉
村
保
育
所
の
子

供
達
に
よ
る
歌
や
踊
り
な
ど
を
楽

し
み
な
が
ら
、
お
互
い
の
長
寿
を

祝
い
、
に
ぎ
や
か
に
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

～金婚を迎えられた國分廣さんと令夫人ミツイさん
に賞状と記念品が贈られました～

～長寿を祝い渡辺ノブさん（大山字明路内）に
祝金や記念品が贈られました～

一
番
組

納
税
貯
蓄
組
合

〜
納
税
功
労
者
等
感
謝
状
受
賞
〜

交
通
安
全

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
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村
長
メ
モ
（
八
月
）

１
日

お
お
た
ま
夏
ま
つ
り

２
日

本
宮
方
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
（
本
宮
町
）

３
日

成
人
祭
実
行
委
員
来
庁
。

福
島
県
森
林
審
議
会（
福
島
市
）。

安
達
地
方
市
町
村
会
・
安
達
広

域
行
政
組
合
正
副
管
理
者
会
議

（
二
本
松
市
）

４
日

第
２５
回
東
北
中
学
校
陸
上

競
技
大
会
出
場
激
励
金
交
付

５
日

ぼ
た
ん
荘
夏
ま
つ
り
（
本

宮
町
）

６
日

農
業
集
落
排
水
接
続
推
進

会
議
。
福
島
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

臨
時
総
会
（
郡
山
市
）。
岩
瀬
農

業
高
校
大
玉
同
窓
会
設
立
総
会

７
日

安
達
地
方
市
町
村
職
員
野

球
大
会
（
安
達
町
）。
村
長
杯
少

年
野
球
大
会

９
日

福
島
県
砂
防
協
会
通
常
総

会
（
福
島
市
）。
福
島
県
治
水
協

会
通
常
総
会
（
福
島
市
）

10
日

農
業
振
興
地
域
整
備
促
進

協
議
会
。
福
島
県
医
療
協
議
会

（
福
島
市
）。
県
北
地
方
市
町
村

連
絡
会
議
・
交
流
会
（
福
島
市
）

11
日

国
保
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
福
島
市
）

15
日

大
山
や
す
く
に
会
・
遺
族

会
終
戦
記
念
式
典
。
大
玉
村
成

人
式
・
成
人
祭

18
日

大
玉
村
高
齢
者
芸
能
発
表

会
19
日

行
政
改
革
推
進
本
部
会
議
。

第
２６
回
交
通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ

バ
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

20
日

臨
時
議
会

22
日

第
３４
回
福
島
県
消
防
操
法

競
技
大
会
（
福
島
市
）。
大
玉

村
消
防
団
第
５
分
団
小
型
ポ
ン

プ
操
法
県
大
会
出
場
慰
労
会

24
日

福
島
県
農
業
信
用
基
金
協

会
理
事
会
（
福
島
市
）

25
日

敬
老
会（
大
山
１
･
２
区
）。

介
護
保
険
運
営
協
議
会

26
日

敬
老
会（
大
山
３
・
４
区
）。

行
政
改
革
推
進
委
員
会
・
庁
舎

建
設
検
討
委
員
会
。
英
語
指
導

助
手
歓
迎
会

27
日

第
２
回
景
観
懇
談
会
（
福

島
市
）。
福
島
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
会
議
・
退
職
職
員
互
助

会
理
事
会
・
評
議
員
会
（
福
島

市
）。
福
島
県
町
村
会
正
副
会
長

会
議
・
理
事
会
（
福
島
市
）

大
玉
村
消
防
団
第
五
分
団
が

本
宮
支
部
の
代
表
と
し
て
出
場

〜
第
三
十
四
回
福
島
県
消
防
操
法
競
技
大
会
〜

29
日

大
玉
村
駅
伝
選
手
応
援
会

結
成
総
会
。
第
７
回
あ
だ
ち
駅

伝
・
第
１６
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
大

玉
村
チ
ー
ム
結
団
式
。
南
達
農

業
委
員
会
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会（
本
宮
町
）

30
日

敬
老
会（
玉
井
１
・
２
区
）。

水
道
事
業
経
営
審
議
会
。
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
運
営
協
議
会

31
日

敬
老
会
（
玉
井
３
区
）。
安

達
広
域
行
政
組
合
正
副
管
理
者

会
議
（
二
本
松
市
）

８
月
２２
日
、
福
島
市
の
あ
づ
ま
総
合
運
動
公
園
に
お
い

て
第
３４
回
福
島
県
消
防
操
法
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
操
法
の
部
と
小
型
動
力
ポ

ン
プ
操
法
の
部
の
２
種
目
が
行
わ
れ
、
両
種
目
と
も
に
県

内
７
地
区
の
代
表
１５
消
防
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
、
大
玉
村
消
防
団
第
５
分
団
が
本
宮
支
部

の
代
表
と
し
て
小
型
動
力
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
入

賞
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
機
敏
な
動
作
で
ポ
ン
プ
操
法

の
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
福
島
県
と
福
島
県
消
防
協
会
の
主
催
で

行
わ
れ
、消
防
技
術
の
向
上
と
消
防
活
動
の
円
滑
な
遂
行
、

～大玉村消防団第５分団の皆さん～

防
火
体
制
の
強
化
を
目
的

に
２
年
に
１
度
開
催
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
５
月
中
旬
か
ら

本
大
会
の
た
め
に
練
習
し

て
き
た
大
玉
村
消
防
団
第

５
分
団
や
関
係
者
に
感
謝

し
、今
後
と
も
村
の
防
火
、

安
全
の
た
め
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
消
防
団
の

よ
う
な
強
い
自
治
意
識
が

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
大
玉
村
、
住
み
良
い
大

玉
村
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

～第２回大玉地区景観検討懇談会の様子～
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大大大大
玉玉玉玉
のののの
会会会会

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
在
住

遠
藤
　
　
忠

（
大
山
字
高
久
出
身
）

明
治
大
学
農
学
部
教
授

箱
�

美
義

関
東
あ
だ
た
ら
大
玉
の
会

（
玉
井
字
馬
喰
内
出
身
）

（
⑤
つ
づ
き
）

そ
ぞ
ろ
歩
き
進
む
足
も
と
田
ん

ぼ
く
ろ
に
は
、
と
て
も
寒
か
っ
た

冬
か
ら
や
っ
と
の
ぽ
か
ぽ
か
陽
気

に
誘
わ
れ
て
、
す
っ
か
り
目
覚
め

活
気
盛
ん
な
若
葉
薫
る
タ
ン
ポ

ポ
・
ア
ザ
ミ
野
草
や
ヤ
ナ
ギ
木
々

な
ど
、
花
々
た
ち
が
優
し
い
春
の

陽
射
し
の
も
と
で
春
の
息
吹
い
ぶ
き

・
躍

動
を
現
し
た
そ
れ
ら
装
い
映
え
た

姿
は
何
と
も
す
が
す
が
し
く
、
い

じ
ら
し
く
さ
え
目
に
映
る
。
遥
か

遠
く
、
見
渡
す
限
り
た
ん
た
ん
と

続
く
そ
の
有
様
は
さ
す
が
お
お
た

ま
な
ら
で
は
の
長
閑
な
田
園
景
観

そ
の
も
の
で
、
ま
さ
に
悠
久
の
大

パ
ノ
ラ
マ
で
あ
る
。
目
の
あ
た
り

の
出
会
い
に
恵
ま
れ
冥
利
に
つ
き

た
そ
の
感
動
と
肝
銘
は
格
別
に
大

き
く
、
た
ま
の
訪
村
者
の
一
人
に

と
っ
て
は
、
ま
さ
に
千
載
一
遇
と

し
か
言
え
よ
う
の
な
い
幸
運
児
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
村
を
離
れ
た
者

だ
け
の
味
わ
い
知
る
温
も
り
の
一

つ
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

風
と
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
が
生
み

出
し
た
タ
ン
ポ
ポ
（
蒲
公
英
）

春
の
日
の
夕
か
げ
り
て
も
あ
か

る
き
に
早
く
も
つ
ぼ
む
タ
ン
ポ
ポ

の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
麓

タ
ン
ポ
ポ
の
ほ
ほ
け
て
飛
ぶ
を

追
ふ
雀
　
　
　
　
　
　
　
虚
　
子

い
ち
早
く
待
ち
侘
び
た
春
を
告

げ
語
り
か
け
る
身
近
な
花
、
そ
し

て
、
と
て
も
馴
染
み
深
い
野
の

花
・
草
の
一
つ
に
タ
ン
ポ
ポ
が

目
に
と
ま
る
。
そ
の
タ
ン
ポ
ポ

（
裏
表
紙
カ
ラ
ー
写
真
版
タ
ン
ポ

ポ
見
よ
）
は
キ
ク
（
菊
）
の
仲
間

で
、
毎
年
、
種
子
ま
た
は
株
も
と

の
地
際
か
ら
芽
ば
え
、
大
き
く
成

長
し
花
咲
く
多
（
越
）
年
草
の
一

種
で
あ
る
。
現
在
、
日
本
に
は
二

十
種
ほ
ど
が
生
育
し
存
続
し
て
い

る
。
と
て
も
永
い
以
前
年
代
か
ら

先
人
た
ち
、
多
く
の
人
々
と
共
存

共
栄
し
、
と
も
に
歩
ん
で
来
た
歴

代
の
在
来
タ
ン
ポ
ポ
だ
が
、
平
安

時
代
（
四
九
四
〜
一
一
九
二
年
）

に
は
フ
ジ
ナ
（
藤
菜
）、
タ
ナ
（
田

菜
・
多
奈
）
と
言
わ
れ
、
江
戸
時

代
（
一
六
〇
〇
〜
一
八
六
七
年
）

に
な
っ
て
初
め
て
タ
ン
ポ
ポ
の

名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

タ
ン
ポ
ポ
の
一
つ
の
花
は
花
後

つ
く
る
種
子
の
数
は
沢
山
で
、
実

際
に
数
え
て
み
る
と
お
よ
そ
二
〇

〇
に
お
よ
ぶ
。

（
つ
づ
く
）

箱
�
教
授
の
シ
リ
ー
ズ

く
ろ（
あ
ぜ
・
畔
・

）歳
時
記
⑥

私
は
、
思
い
が
け
な
い
こ
と
で
関
東
あ

だ
た
ら
大
玉
の
会
を
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
安

藤
君
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
出

席
を
し
た
の
は
、
平
成
十
六
年
四
月
に
開

催
さ
れ
た
定
期
総
会
の
当
日
の
こ
と
で
す
。

会
場
は
、
明
治
大
学
大
学
会
館
に
於
い
て

の
総
会
で
す
。
開
会
宣
言
の
あ
と
大
玉
村

長
、
浅
和
氏
よ
り
挨
拶
を
う
け
、
議
事
は

滞
り
な
く
終
了
。
パ
ー
テ
ィ
ー
と
進
み
ま

し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
は
和
や
か
に
明
治
大

学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
奏
の
流

れ
る
中
で
、
交
流
は
友
好
的
そ
し
て
有
意

義
な
会
話
の
花
が
咲
き
、
楽
し
い
思
い
出

が
ひ
と
つ
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
大
山
中
学

校
時
代
の
同
級
生
と
の
再
会
、
そ
し
て
大

山
大
字
椚
山
七
番
組
の
方
々
で
す
。
懐
か

し
く
心
温
ま
る
一
時
で
し
た
。
最
後
の
締

め
と
し
て
抽
選
会
も
あ
り
、
私
は
大
玉
村

特
産
の
「
味
噌
」
が
当
た
り
ま
し
た
。
私

は
、
も
っ
と
大
玉
村
の
知
識
を
広
め
た
い

と
「
大
玉
ま
る
ご
と
百
選
」
を
手
に
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
百
選

を
ど
の
位
、
子
供
の
と
き
聞
い
て
い
る
か

読
ん
で
見
る
と
感
激
、
そ
の
こ
と
を
述
べ

て
み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
ま
ず
、
二
子

塚
古
墳
が
あ
る
こ
と
は
聞
い
た
記
憶
が
微

か
に
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
弥
生
時
代
の

集
落
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
、
古
墳
群
が

あ
る
こ
と
、
平
安
時
代
の
空
海
（
七
七
四

〜
八
三
五
）
の
足
跡
、
そ
し
て
私
も
小
説

で
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
文
覚
上
人
（
一
一

二
〇
〜
平
安
、
鎌
倉
時
代
）
が
背
負
っ
て

歩
い
た
お
不
動
様
が
安
置
し
て
あ
る
と
知

る
と
是
非
と
も
、
カ
メ
ラ
を
担
ぎ
時
間
の

許
す
限
り
写
真
撮
影
を
実
行
し
た
い
と
思

う
。
こ
の
資
料
の
学
ぶ
べ
き
こ
と
の
多
い

こ
と
は
、
私
自
身
の
誇
り
で
も
あ
る
の
で

す
。
書
き
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
こ
の
中

で
、
渡
辺
綱
の
伝
説
な
ど
は
、
小
学
生
低

学
年
の
と
き
、
先
生
の
話
し
方
教
室
で
一

人
一
人
の
発
表
で
、
大
内
徳
男
君
が
渡
辺

綱
の
伝
説
を
上
手
な
口
調
で
語
っ
て
く
れ

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
現
在
で
も
大
玉

村
は
、
悠
久
の
世
か
ら
の
歴
史
が
あ
り
、

こ
の
歴
史
を
子
供
達
に
「
カ
タ
リ
ベ
」
の

よ
う
に
話
し
て
聞
か
せ
れ
ば
、
必
ず
個
性

の
豊
か
な
社
会
人
に
成
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
辺
で
、
私
自
身
の
こ
と
を
少
し
触

れ
て
お
き
ま
す
。
私
は
、
十
六
歳
で
夜
汽

車
に
揺
ら
れ
て
、
東
京
都
千
代
田
区
東
神

田
の
工
場
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

昭
和
二
十
七
年
は
ま
だ
、
世
の
中
定
ま
ら

ず
停
電
で
工
場
の
休
み
は
幾
度
も
あ
り
ま

し
た
。
娯
楽
と
い
え
ば
映
画
を
観
る
事
ぐ

ら
い
で
し
た
。
だ
ん
だ
ん
景
気
は
上
向
き

に
良
く
な
っ
て
も
勤
め
先
は
低
賃
金
、
職

場
で
は
組
合
を
組
織
し
、
上
部
団
体
の
総

評
全
国
金
属
に
加
盟
。
多
少
の
労
働
争
議

も
経
験
し
、
ま
た
、
役
員
な
ど
も
体
験
し

ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
安
保
闘
争
な
ど
の

嵐
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
政
治
的

な
こ
と
は
全
く
無
知
に
等
し
い
。
こ
の
組

合
は
弱
体
化
し
、
そ
の
一
方
企
業
は
拡
張

し
江
東
区
大
島
へ
と
工
場
は
移
転
。
こ
こ

で
は
十
年
ほ
ど
し
て
埼
玉
県
越
谷
市
蒲
生

と
勤
務
地
は
変
わ
る
。
時
代
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
化
さ
れ
た
機
械
と
移
行
す
る
。
私

は
、
こ
の
（
Ｎ
Ｃ
）
と
い
う
機
械
を
駆
使

す
る
こ
と
に
な
る
。
デ
ー
タ
の
入
力
と
数

字
と
の
戦
い
と
な
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ー

ト
は
日
曜
に
自
宅
で
作
成
し
な
い
と
間
に

合
わ
な
い
こ
と
し
ば
し
ば
、
楽
し
い
よ
う

で
も
あ
り
苦
し
く
も
あ
っ
た
。
永
住
す
る

住
ま
い
は
、
通
勤
に
近
い
埼
玉
県
宮
代
町

に
家
を
構
え
る
。
私
は
、
埼
玉
の
風
習
に

溶
け
込
も
う
と
努
力
、
埼
玉
に
関
す
る
本

を
買
い
漁
り
、
ま
た
、
第
二
の
故
里
に
す

る
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
私
の

行
動
に
は
「
お
里
が
し
れ
て
し
ま
う
」
諺

が
あ
る
よ
う
に
原
点
の
大
山
大
字
椚
山
の

生
き
ざ
ま
が
現
れ
る
の
で
す
。
百
選
の
中

で
「
い
ぐ
ね
」、「
こ
じ
は
ん
」
と
い
う
文

字
を
読
む
と
、
体
、
全
身
の
血
が
騒
ぐ
の

で
す
。
私
の
人
生
の
試
練
と
し
て
、
勤
続

五
十
年
を
踏
ま
え
大
玉
村
の
写
真
ア
ル
バ

ム
の
撮
影
に
前
進
せ
よ
と
感
性
が
そ
れ
を

誘
う
の
で
あ
る
。

以
上
。

故
郷
を
顧
み
て
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田
植
え
を
し
て

大
玉
中
一
年
（
現：

二
年
）

渡
辺
　
明
美
さ
ん

昨
年
も
、
家
族
皆
で
行
う
田

植
え
の
時
期
が
来
ま
し
た
。
そ

の
日
は
皆
、
朝
早
く
起
き
て
田

植
え
の
準
備
を
し
ま
す
。
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
か
ら
苗
を
出
し
、

一
輪
車
に
で
き
る
だ
け
乗
せ
、

田
ん
ぼ
に
運
び
ま
す
。

私
の
仕
事
は
毎
年
決
ま
っ
て

い
て
、
苗
箱
を
洗
う
仕
事
で
す
。

昨
年
ま
で
は
、
家
の
裏
に
あ
る

川
で
洗
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
は
祖
父
が
、

「
い
つ
も
川
に
入
っ
て
洗
う
の
は

大
変
だ
か
ら
。」

と
言
っ
て
、
苗
箱
洗
い
機
と
い

う
の
を
買
っ
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
機
械
だ
と
苗
の

根
や
土
の
か
た
ま
り
は
よ
く
と

れ
ま
す
が
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
は
何
度
や
っ
て
も
き
れ
い
に

な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
、
そ
の
機
械
で
は
水

が
入
れ
替
わ
ら
な
い
の
で
、
ど

ん
ど
ん
水
が
汚
く
な
り
、
五
箱

目
ぐ
ら
い
に
な
る
と
水
は
茶
色

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

結
局
は
、
い
つ
も
と
同
じ
く

川
で
洗
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

箱
洗
い
機
か
ら
川
に
場
所
を

移
す
間
に
も
、
箱
は
ど
ん
ど
ん

積
み
上
げ
ら
れ
、
く
ず
れ
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。
く
ず
れ
な
い

よ
う
に
と
、
一
度
に
十
箱
ぐ
ら

い
持
ち
、
急
い
で
洗
い
ま
し
た
。

急
い
で
洗
っ
て
い
た
の
で
水

が
顔
や
服
に
は
ね
て
大
変
で
し

た
。
一
生
懸
命
洗
っ
て
い
た
の

で
、
箱
は
減
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
川
の
水
の
せ
い
で
手

が
冷
た
く
な
り
指
が
思
う
よ
う

に
動
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ

の
時
、
母
が
来
て
、

「
箱
洗
い
は
進
ん
で
る
？
」

と
声
を
か
け
て
き
ま
し
た
。
私

は
、
手
が
冷
た
い
事
を
母
に
話

す
と
、

「
じ
ゃ
あ
、
ゴ
ム
手
袋
を
す
れ
ば

少
し
は
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
。」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。

母
の
言
う
通
り
、
ゴ
ム
手
袋

を
す
る
と
前
よ
り
は
冷
た
さ
を

感
じ
な
く
な
り
、
作
業
を
ス
ム

ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

家
の
前
の
田
ん
ぼ
が
終
わ
っ

た
よ
う
な
の
で
、
昼
食
を
食
べ
、

箱
洗
い
を
再
開
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
裏
の
田
ん
ぼ

に
行
っ
て
い
る
の
で
、
新
し
い

箱
を
持
っ
て
く
る
に
は
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
な
の
で
、
ど
ん

ど
ん
箱
は
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。

何
度
も
箱
と
川
を
往
復
し
て

い
た
の
で
、
だ
ん
だ
ん
暑
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

少
し
木
陰
で
休
ん
で
い
る
と
、

祖
母
が
来
て
、

「
大
丈
夫
か
。
疲
れ
た
ん
だ
っ
た

ら
少
し
休
め
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
頑

張
っ
て
洗
い
ま
し
た
。

三
日
間
か
か
っ
た
田
植
え
が

終
わ
り
、
祖
母
と
い
っ
し
ょ
に

苗
の
様
子
を
見
に
行
っ
た
と

き
、
祖
母
が
、

「
秋
に
な
っ
た
ら
今
度
は
稲
か
り

だ
。
稲
か
り
の
と
き
も
頑
張
れ

よ
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

家
族
皆
で
協
力
し
て
ひ
と
つ

の
作
業
を
成
し
遂
げ
た
と
き
、

何
と
も
言
え
な
い
達
成
感
に
包

ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
家
族
の
き
ず
な
も
深

ま
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
私
は
、

こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
手
伝

い
を
し
て
、
お
い
し
い
お
米
が

育
つ
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

大
玉
村
は
、
日
本
一
お
い
し

い
お
米
が
と
れ
る
と
有
名
な
所

で
す
。
お
い
し
い
お
米
が
と
れ

る
と
い
う
の
は
、
大
玉
村
の
農

家
が
米
作
り
に
心
を
こ
め
て
い

る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
誇
り

に
思
い
私
も
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

作文コンクール
2作品を紹介します～
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年
は
、
い
つ
も
よ
り
す
ず
し
い

夏
だ
っ
た
の
で
、
米
の
で
き
が

い
い
か
ど
う
か
と
て
も
心
配
し

て
い
ま
し
た
。
じ
い
ち
ゃ
ん
は

毎
日
田
ん
ぼ
の
様
子
を
見
に
い

っ
て
水
の
ち
ょ
う
せ
つ
な
ど
を

し
て
い
ま
し
た
。
で
も
今
年
の

米
は
い
つ
も
ど
お
り
に
と
れ
た

の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

今
年
の
お
米
も
家
族
み
ん
な

で
食
べ
て
い
ま
す
。
う
ち
で
と

れ
た
お
米
で
た
い
た
ご
は
ん
は

す
ご
く
お
い
し
い
で
す
。

私
は
、
こ
の
大
玉
村
に
生
ま

れ
て
ず
っ
と
大
玉
の
自
然
の
中

で
育
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

大
玉
村
の
お
い
し
い
お
米
を
食

べ
て
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
私

は
夏
休
み
の
宿
題
に
こ
の
米
作

り
の
事
を
絵
に
か
き
ま
し
た
。

そ
の
絵
が
「
ご
っ
く
ん
大
玉
村
」

と
い
う
ポ
ス
タ
ー
に
な
り
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
お
い
し
い
お
米
作
り

を
手
つ
だ
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
入
　
賞
●

お
米
つ
く
り
の

よ
ろ
こ
び

玉
井
小
三
年
（
現：

四
年
）

高
橋
　
　
愛
さ
ん

「
今
度
の
土
曜
日
に
い
ね
か

り
を
す
る
よ
。」

じ
い
ち
ゃ
ん
の
よ
び
か
け
で
私

た
ち
家
族
は
、
み
ん
な
で
力
を

あ
わ
せ
て
い
ね
か
り
を
し
ま

す
。
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
、

そ
し
て
私
の
ほ
か
に
、
親
せ
き

の
お
じ
さ
ん
と
い
と
こ
の
由
い

ち
ゃ
ん
も
手
つ
だ
い
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。

い
な
ほ
に
実
が
入
っ
て
、
ほ

の
先
が
重
く
な
り
、
首
を
曲
げ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
い
ね
か
り

が
始
ま
る
合
図
で
す
。
私
は
、

今
年
も
い
っ
ぱ
い
い
ね
が
と
れ

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
父
さ
ん
と

お
じ
さ
ん
が
、
い
ね
を
ほ
す
ぼ

う
を
た
て
ま
す
。
じ
い
ち
ゃ
ん

が
き
か
い
で
土
に
あ
な
を
あ
け

ま
す
。
そ
こ
へ
ぼ
う
を
立
て
、

間
に
土
を
入
れ
て
た
お
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
じ
い
ち
ゃ
ん

が
き
か
い
で
い
ね
を
か
っ
た
後
、

私
た
ち
は
い
ね
を
ぼ
う
の
近
く

に
運
び
ま
し
た
。
う
で
に
い
ね

の
重
さ
が
ず
っ
し
り
く
る
け
れ

ど
、
私
た
ち
は
と
き
ど
き
お
し

ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
い
ね
運
び

を
手
つ
だ
い
ま
す
。
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
父
さ
ん
や
お
じ
さ
ん
が

ぼ
う
に
い
ね
を
ど
ん
ど
ん
高
く

つ
ん
で
い
き
ま
す
。
ぼ
う
の
上

ま
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
次
の

ぼ
う
に
う
つ
り
ま
す
。
ぼ
う
だ

て
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
お
い

し
い
お
米
が
い
っ
ぱ
い
と
れ
た

な
あ
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

今
年
も
、
二
十
本
く
ら
い
ぼ
う

だ
て
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、

家
族
や
親
せ
き
で
き
ょ
う
力
す

る
っ
て
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。私

は
大
玉
村
の
自
然
の
け
し

き
と
田
ん
ぼ
の
仕
事
が
大
好
き

で
す
。
私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

米
作
り
の
仕
事
を
見
て
き
ま
し

た
。春

、
田
ん
ぼ
を
た
が
や
し
て

水
を
入
れ
、
し
ろ
を
か
き
ま
す
。

そ
し
て
な
え
箱
に
土
を
入
れ
て

水
を
か
け
て
た
ね
を
ま
く
と
す

ぐ
に
ハ
ウ
ス
に
入
れ
ま
す
。
毎

日
毎
日
水
を
か
け
て
、
や
が
て

め
が
出
て
き
ま
す
。
こ
こ
で
大

切
な
こ
と
は
、
温
度
の
か
ん
理

で
す
。
じ
い
ち
ゃ
ん
は
毎
日
様

子
を
見
に
い
き
ま
す
。
私
も
じ

い
ち
ゃ
ん
に
つ
い
て
見
に
い
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
は
、
は

や
く
育
つ
と
い
い
な
あ
と
思
い

な
が
ら
な
が
め
て
い
ま
す
。

箱
の
な
え
が
十
八
セ
ン
チ
位

に
の
び
る
と
、
田
ん
ぼ
へ
運
び
、

じ
い
ち
ゃ
ん
が
田
う
え
を
し
ま

す
。
私
は
う
え
た
後
の
か
ら
箱

あ
ら
い
を
手
つ
だ
い
ま
す
。

夏
、
な
え
は
、
長
く
の
び
て
、

い
な
ほ
が
出
て
花
が
さ
き
ま
す
。

い
な
ほ
に
実
が
入
る
と
い
ね
か

り
が
近
づ
い
て
き
ま
す
が
、
今

農作業体験学習
～今月は入賞作品の
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　こんな前ぶれに注意！�
　・ものを落としやすくなった　・からだの片側がしびれる�
　・舌がもつれる　・歩いていて突然よろける　・目の前が暗くなる�
　このような症状は、「歳のせいかな」「疲れているのかな」と思っ
て放置しがちな症状です。症状が続いたり、気になることがあるとき
には、早めに医療機関を受診しましょう。�

　 予防の第一歩は減塩�
　“塩”は、食品に含まれると見えなくなってしまうので、食事の中
にどのくらい塩分が入っているかわかりにくいもの。ラーメンやうど
んの汁は残す、香辛料をうまく使うなど、できることから減塩を心が
けましょう。�

　これでホントに予防は完璧？�
　もちろん脳血管疾患の原因となる生活習慣はまだまだあります。�
肥満・過労・喫煙・ストレス・飲酒‥‥などなど。自分の生活をゆっくり見直すゆとり
を持つことが、一番の予防策と言えるかもしれません。�
　また脳血管疾患にかかっても、病気とうまく付き合いながら、充実した毎日を過ごし
ている方はたくさんいます。必要以上に病気をおそれずに、自分にあった『健康づくり』
をすすめていきましょう。�

脳血管疾患を予防しよう②�脳血管疾患を予防しよう②�

“痴呆症高齢者への具体的な接し方”No.4 《人物誤認》

◆ 介護のポイント ◆　否定をしないで、まず受け入れる

�もう何年も一緒に暮らしているのに「あなたはどなたですか」
と言われるのはショックだと思います。でもこれは新しい記憶
がなくなってしまうのだから仕方ありません。

�そんな時には、強く否定しないでその人になりきってしまった
ほうがいい場合もあるようです。

�また、泥棒など恨みを持っている人と誤認して興奮することが
あります。この時も、言い争うより、一回姿を消してから「た
だいま帰りました、○○です」といって認識してもらうといっ
た工夫をしてみましょう。

介 護 ま め 知 識

「家族ほど近すぎず、他人ほど遠すぎない場で、私たちと一緒に考えていきませんか。」
大玉村在宅介護支援センター　�48-3131（内線296）
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（東）　　平成16年9月15日現在　　（西）�
住　　所 年齢 氏　　名 番付�

大山字明路内 
玉井字南町 
大山字宮ノ前 
大山字象目田 
玉井字薄黒内 
玉井字薄黒内 
大山字角道 
大山字戸ノ内 
玉井字本揃 
玉井字薄黒内 
大山字島向 
大山字南新田 
大山字戸ノ内 
玉井字不動滝 
玉井字板倉 
玉井字反田 
大山字鍛治内 
大山字荒久 
玉井字茂作 
玉井字小高倉 
玉井字三合内 
玉井字午房内 
玉井字竹ノ花 
玉井字五所宮 
玉井字西庵 
玉井字蒲坂 
玉井字下谷地 
玉井字午房内 
玉井字馬場 
大山字南小屋 
大山字行屋 
玉井字馬場 

※90歳以上の方を掲載しました。（8月1日調査） 

横　綱�

大　関�

関　脇�

小　結�

前頭筆頭�

同 2 �

同 3 �

同 4 �

同 5 �

同 6 �

同 7 �

同 8 �

同 9 �

同 10�

同 11�

同 12�

同 13�

同 14�

同 15�

同 16�

同 17�

同 18�

同 19�

同 20�

同 21�

同 22�

同 23�

同 24�

同 25�

同 26�

同 27�

同 28

武　田　カ　イ 
鈴　木　ミ　ツ 
三　瓶　マ　ツ 
日下部　タ　マ 
斎　藤　アサノ 
　　田　チ　ヨ 
金　丸　きくゑ 
斎　藤　テ　ツ 
橋　本　初　美 
浅　和　マサノ 
遠　藤　ツ　ナ 
後　藤　ハ　ナ 
佐　藤　ハツノ 
小沼　佐左エ門 
渡　　　イ　セ 
舘　下　オツヤ 
小　沼　ミサオ 
遠　藤　ハ　ル 
佐　原　ヨ　キ 
小　沼　チ　エ 
菊　地　正　治 
高　橋　ア　キ 
遠　藤　チヨミ 
立　花　　　開 
神野藤　寅　雄 
橋　本　ハルノ 
安　田　春　美 
中　塚　シ　チ 
佐々木　サ　ワ 
鈴　木　ツ　ヨ 
大　内　　　定 
佐　藤　サ　ク 

99 
97 
95 
95 
94 
93 
93 
93 
93 
92 
92 
92 
92 
92 
91 
91 
91 
91 
91 
91 
91 
91 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
 

98 
96 
95 
94 
94 
93 
93 
93 
93 
92 
92 
92 
92 
92 
91 
91 
91 
91 
91 
91 
91 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
 

年齢 氏　　名 住　　所 

玉井字薄黒内 
大山字西向 
玉井字薄黒内 
大山字馬尽 
大山字岩ケ作 
大山字堰合 
大山字南小屋 
大山字仲北 
玉井字本揃 
大山字三合目 
大山字上ノ台 
玉井字袖窪 
大山字当地内 
玉井字馬喰内 
玉井字芝崎 
大山字石位 
大山字大江田中 
玉井字馬場 
玉井字北東町 
玉井字馬喰内 
大山字向原 
玉井字的場 
玉井字南町 
大山字大皿久保 
玉井字馬喰内 
玉井字本揃 
玉井字中屋敷 
玉井字定場 
大山字下高野 
玉井字宮前 
玉井字地蔵面 
玉井字午房内 
 

 

渡　　　ノ　ブ 
遠　藤　勝　治 
佐久間　ハルノ 
　　田　ト　リ 
國　分　カツノ 
佐　藤　キクイ 
鈴　木　仲　二 
渡　　　ト　キ 
橋　本　直　市 
押　山　ハギノ 
菊　地　ノ　ブ 
伊　藤　イチノ 
渡　　　マ　ツ 
伊　藤　ト　メ 
鈴　木　ミ　チ 
佐　原　千　代 
鈴　木　正　嘉 
矢　吹　フ　ミ 
伊　藤　五　郎 
武　田　タ　ケ 
�　宮　丑　� 
日　向　チヨミ 
荒　川　キクノ 
�　田　武　夫 
國　分　ミ　ワ 
遠　藤　正　治 
武　田　シゲル 
押　山　ヨ　シ 
押　山　寅之助 
佐　藤　ハ　ツ 
遠　藤　　　茂 
國　分　イ　子 
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│
│
│
│
　
こ
の
頁
の
問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習
課
�
48
―
３
１
３
９
　
│
│
│
│

八
月
二
十
九
日
に
、
大
玉
村
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

九
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
る
ふ
る

さ
と
セ
ブ
ン
あ
だ
ち
駅
伝
と
十
一

月
二
十
一
日
の
第
十
六
回
ふ
く
し

ま
駅
伝
の
大
玉
村
チ
ー
ム
の
結
団

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
の
紹
介
の
あ
と
田
邊
昭
次

実
行
委
員
長
か
ら
、
選
手
の
代
表

へ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

引
き
続
き
あ
だ
ち
駅
伝
の
コ
ー

ス
試
走
会
が
開
か
れ
、
選
手
ら
は

自
分
が
走
る
実
際
の
コ
ー
ス
を
確

か
め
な
が
ら
走
り
本
番
に
備
え
ま

し
た
。

平
成
16
年
10
月
23
日(

土)

午
後
２
時
30
分
開
演

大
玉
中
学
校
体
育
館
に
て

い
じ
め
、
不
登
校
、
非
行
、
そ
し

て
幼
児
虐
待
。

い
っ
た
い
こ
の
国
は
ど
う
な
っ
て

し
ま
っ
た
ん
だ
。

人
間
ら
し
さ
や
優
し
さ
は
、

ど
こ
へ
い
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。

教
育
、
人
権
、
環
境
、
平
和
、

歌
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
熱
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
歌
う
。

主
催：

大
玉
村
文
化
の
夕
べ
実
行

委
員
会

共
催：

大
玉
中
創
立
３０
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会

問
合
せ
先：

生
涯
学
習
課

�
４８
│
３
１
３
９

美
容
と
健
康
に
も
良
い
と
言
わ

れ
て
い
る
キ
ム
チ
作
り
を
学
ぶ
韓

国
料
理
教
室
が
、
こ
の
ほ
ど
改
善

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

郡
山
市
の
韓
国
料
理
教
室
講
師

の
チ
ョ
ン
・
ソ
ン
ネ
さ
ん
の
指
導

で
、
一
回
目
は
「
オ
イ
キ
ム
チ
」

と
「
な
す
キ
ム
チ
」、
二
回
目
は

「
エ
ゴ
マ
の
葉
キ
ム
チ
」
と
「
ニ

ン
ニ
ク
の
ワ
イ
ン
漬
け
」
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
主
婦
と

あ
っ
て
、
手
際
よ
く
作
業
を
進
め

て
い
ま
し
た
。

次
回
は
、十
一
月
二
十
四
日
に
、

「
白
菜
キ
ム
チ
」
や
「
大
根
キ
ム

チ
」
な
ど
を
作
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ふ
く
し
ま
駅
伝
・
あ
だ
ち
駅
伝

結

団

式

平
成
16
年
度
　
大
玉
村
文
化
の
夕
べ

梅
原
司
平
氏
講
演
会

本
格
キ
ム
チ
作
り
を
学
ぶ

韓
国
料
理
教
室

陶 芸 教 室

焼きものは、生活に彩りと情趣を添え、
実用品として欠かすことのできないもので
す。そんな焼きものを自由につくれる基本
を体験し、基礎的な技術を身につけて創る
楽しみや趣味を見つけ、生活に潤いを持た
せたいものです。本年度は、以下の内容で
午後7時から5回予定しております。
材料費3,000円（5回分）は自己負担です。

9/29 手ひねりで自由に作ろう
10/  6 タタラで自由に作ろう
10/13 練り込みで自由に作ろう
10/20 絵付けをしよう
10/27 焼き締めで器を作ろう

電話（48-3139）でお申し込みください。
締め切りは9月22日（水）です。
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○
大
玉
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

・
菅
野
禮
子
さ
ん
（
大
山
字
東
）

よ
り
十
万
円

・
㈱
善
邦
・
ほ
う
り
ん
よ
り
十
万

円
介
護
用
電
動
ベ
ッ
ド
一
式
　
１
台

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
譲
り
し
ま
す

福
島
県
地
方
労
働
委
員
会
で
は
、

左
記
の
日
程
で
、
皆
さ
ん
の
職
場

の
中
で
起
き
て
い
る
賃
金
や
労
働

条
件
等
を
め
ぐ
る
労
使
間
の
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
、
出
張
相
談
会
（
秘

密
厳
守
）
を
行
い
ま
す
。
労
働
者
・

使
用
者
を
問
わ
ず
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
こ
の
機
会

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無

料
で
す
。

記

■
日
　
時

平
成
１６
年
１０
月
２４
日（
日
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
会
　
場

エ
ス
パ
ル
（
福
島
市
栄
町
１
―
１
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
地
方
労
働
委
員
会
事
務
局

�
０
２
４
―
５
２
１
―
７
５
９
４

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

「
職
場
の
労
使
ト
ラ
ブ
ル

相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

第45回「法の日」週間における
特設人権相談所開設のお知らせ

≪無料・秘密厳守≫

10月1日から1週間は「法の日」週間にあたりま

す。

福島地方法務局及び福島県人権擁護委員連合会で

は、「法の日」週間にちなみ、県内各地で特設人権相

談所を開設して、子どもの人権や家族の問題、女性

問題や高齢者問題等の人権に関する相談を受けてお

ります。

大玉村では下記のとおり相談所を開設いたします

のでお気軽にご相談ください。

○特設人権相談所の開催日時と場所は

10月1日（金） 午前10時～午後3時

保健センター　健康相談室

○大玉村担当の人権擁護委員は

黒澤　　晃 さん 廣田　紀子 さん

大山字鞍掛53 玉井字中原3－1

�48－3444 �48－2621

悩み苦情は、まず相談！
～ 秋の行政相談週間 ～

《無料・秘密厳守》

10月18日（月）から10月24日（日）の一週間は「秋の
行政相談週間」です。
総務省では、行政相談制度のより一層の利用を促進す

るため、この一週間を「行政相談週間」として全国一斉
に各種の行事を実施します。
行政相談は、役所（国、県、市町村）や公団、公庫、

NTT、JRなどの仕事に関して困っていることや要望し
たいことについて相談に応じ、その解決のお手伝いをす
るものです。
行政相談員は、総務大臣が委嘱しているもので、公平、

中立の立場でいつでも相談に応じております。
普段は、自宅・電話でも相談に応じていますが、この

期間中は次のところで行政相談所を開催いたしますので、
お気軽にご利用ください。
相談は無料で、秘密は守られます。

○行政相談所の開催日時、場所は
10月19日（火）午前9時～正午　役場分庁舎会議室

午後１時～午後4時　大山公民館

○大玉村担当の行政相談員は

大内　勲 さん
玉井字地蔵面88
�48－3707

また､当日は､県と市町村､行政相談員の三者共催で県政
巡回相談もあわせて行われ､県政相談員と交通相談員も出
席します。
多方面の相談に応じられますので是非ご利用ください。

（役場総務課情報広聴係）
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県
北
１７
市
町
村
で
組
織
す
る
『
ふ
く
し
ま
拠
点
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
』
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

１．

と
　
　
き

平
成
１６
年
１０
月
２４
日（
日
）
雨
天
決
行

２．

と

こ

ろ

も
に
わ
の
湯
及
び
摺
上
川
ダ
ム
周
辺

※
集
合
場
所：

も
に
わ
の
湯

（
福
島
市
飯
坂
町
茂
庭
字
清
水
川
原
２１
―
２
）

３．

受
付
時
間

午
前
９
時
００
分
〜
午
前
９
時
３０
分

４．

参
加
資
格

ど
な
た
で
も
可
（
当
日
健
康
な
状
態
で
歩
け
る
方
）

５．

コ

ー

ス

も
に
わ
の
湯→

摺
上
川
ダ
ム
堤
体→

も
に
わ
の
湯
　

（
約
６
㎞
）

６．

抽

選

会

①
事
前
申
込
参
加
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１７
市
町
村

の
ふ
る
さ
と
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

７．

参

加

料

高
校
生
以
上
５
０
０
円
、
小
中
学
生
３
０
０
円
、

未
就
学
児
無
料
　
※
当
日
受
付
に
て
徴
収

８．

持

参

品

昼
食
・
雨
具
等

９．

応
募
方
法

は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、
〒
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）
・
性

別
・
電
話
番
号
・
保
護
者
氏
名
（
高
校
生
以
下
の

場
合
）
を
明
記

※
当
日
申
込
も
可

１０．

申
込
期
限

平
成
１６
年
１０
月
１４
日（
木
）
消
印
有
効

11．

申
込
先
等

〒
９
６
０
―
８
６
０
１
　
福
島
市
五
老
内
町
３
―
１

福
島
市
役
所
企
画
調
整
課
内
　
ふ
く
し
ま
拠
点
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４
―
５
２
１
―
８
３
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
―
５
２
４
―
１
８
１
５

http://www.abukum
a17.fukushim

a.fukushim
a.jp

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
参
加
者
募
集

◆◆◆　平成17年度 県立高等技術専門校学生募集 ◆◆◆

県立高等技術専門校は、福島県が設置している公共の職業能力開発校で、高等学校を卒業した方を対象に2年間のカリキュラムにより、
企業が求めている実践的な知識と技能を学生に付与し、21世紀の産業界を担うスペシャリストを育てることを目的としています。
●応 募 資 格 高等学校卒業者（含卒業見込者）及びこれと同等以上の学力を有する方です。
●入 学 試 験 推薦入学と一般入学試験があります。
●応 募 書 類 推薦入学試験は、入学願書、調査書、推薦書が必要です。（高等学校卒業見込者に限ります）一般入学試験は、高等学校

卒業見込者の場合、入学願書と調査書が必要です。また、高等学校卒業者等の場合、入学願書、最終学校卒業証明書及
び成績証明書、健康診断書が必要です。

●書類の提出先 各テクノカレッジまで提出してください。
●出 願 期 間 推薦入学試験　平成16年10月 1 日（金）～10月 8 日（金）

一般入学試験　平成16年11月 1 日（月）～11月15日（月）
●入 学 試 験 推薦入学試験　平成16年10月20日（水）「各校共通」

一般入学試験　平成16年11月30日（火）「会津・浜高等技術専門校」
平成16年11月30日（火）・12月 1 日（水）「郡山高等技術専門校」

場 所　各テクノカレッジ　　試 験　学科試験及び面接
●合 格 発 表 平成16年12月 8 日（水） ※詳しくは、各テクノカレッジまでお問い合わせください。

テクノカレッジ郡山（郡山高等技術専門校）
〒963-8816 郡山市上野山５
TEL 024-944-1663 FAX 024-943-7985
http://www.tck.ac.jp/
◆開設科目
機械制御システム科／2年課程・定員20名
電気制御システム科／2年課程・定員20名
情報制御システム科／2年課程・定員20名
自 動 車 整 備 科／2年課程・定員20名
建 築 デ ザ イ ン 科／2年課程・定員20名

テクノカレッジ会津（会津高等技術専門校）
〒969-3534 耶麻郡塩川町大字遠田字沼上1900
TEL 0241-27-3221 FAX 0241-27-3312
http://www3.kita.ne.jp/
◆開設科目
電気システム科／2年課程・定員20名
自動車実務科／2年課程・定員20名
環境システム科／2年課程・定員20名
観光サービス科／2年課程・定員20名

テクノカレッジ浜（浜高等技術専門校）
〒975-0036 原町市萱浜字巣掛場45-112
TEL 0244-26-1555 FAX 0244-26-1550
http://www.tc-hama.ac.jp
◆開設科目
電 子 制 御 科／2年課程・定員20名
自 動 車 整 備 科／2年課程・定員20名
アパレルシステム科／2年課程・定員20名
建 築 技 術 科／2年課程・定員20名

福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
で
は
、

中
小
企
業
労
働
相
談
所
を
設
置
し
、

健
全
な
労
使
関
係
を
築
く
お
手
伝

い
を
し
て
お
り
ま
す
。
左
記
の
よ

う
な
こ
と
で
お
悩
み
の
方
、
専
門

の
労
働
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
は
秘
密
厳
守
（
匿

名
も
可
）
で
、
無
料
で
行
っ
て
お

り
ま
す
。

１
　
労
働
条
件
に
つ
い
て（
賃
金
、

退
職
、
リ
ス
ト
ラ
、
労
働
時

間
な
ど
）

２
　
労
使
間
の
こ
と
（
労
働
組
合
　

な
ど
）

３
　
退
職
金
制
度
に
つ
い
て
（
中

退
共
制
度
な
ど
）

４
　
育
児
休
暇
や
介
護
休
暇
制
度

に
つ
い
て

《
連
絡
先
》

県
北
中
小
企
業
労
働
相
談
所

〒
９
６
０
―
８
６
７
０
　

福
島
市
杉
妻
町
５
―
７５

福
島
県
庁
東
分
庁
舎
２
階
　

県
北
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
内

（
ろ
う
ど
う
　
い
ー
し
ご
と
）

電
　
話
０
１
２
０
―
６
１
０
―
１
４
５

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
２
４
―
５
２
１
―
７
７
３
８
・

７
６
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
―
５
２
１
―
７
９
９
７

「
労
働
相
談
へ
お
気
軽
に
！
」
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十
月
一
日
か
ら
国
保
の
保
険
証
が
新
し

く
な
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
各
家
庭
に
郵
送
で
交

付
さ
れ
ま
す
。

仕
事
や
学
生
な
ど
の
理
由
で
遠
隔
地
の

保
険
証
が
必
要
な
方
は
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
印
鑑
と
新
し
い
保
険
証
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
生
活
課
国
保
年

金
係
　
�
48
―
３
１
３
１

平
成
十
六
年
十
月
一
日
〜
十
月
七
日
は

全
国
労
働
衛
生
週
間
で
す
。

職
場
に
お
け
る
労
働
衛
生
意
識
の
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
、
作
業
環
境
の
改
善
や

腰
痛
防
対
策
な
ど
、
心
と
か
ら
だ
の
健
康

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
児

童
手
当
の
支
給
が
小
学
校
三
年
生
ま
で
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
四
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ

っ
て
支
給
で
き
る
の
は
平
成
十
六
年
九
月

三
十
日
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
と
な
り
ま

す
。ま

だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
保
護
者

の
方
々
は
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で

に
健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
に

て
申
請
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
現
況
届
を
未
提
出
の
方
も
す
み

や
か
に
提
出
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）

�
48
―
３
１
３
１
　
内
線
２
９
４

国
保
の
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

も
う
お
済
み
で
す
か

児
童
手
当
の
申
請

心
と
か
ら
だ
の

健
康
づ
く
り

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
が
出
る
前
に

「国の教育ローン」受付中�

　いよいよ受験シーズンの到来です。�

　必要な日までにお手元に資金が届くようお早めのお申込をお勧めします。�

お問い合わせはお近くの国民生活金融公庫各支店へ�

福 島 支 店　�024 - 523 - 2341�

いわき支店　�0246 - 25 - 7251�

会津若松支店　�0242 - 27 - 3120�

郡 山 支 店　�024 - 923 - 7140

ご 融 資 額 �

ご 返 済 期 間 �

�

 据置期間�
�

保 証 �

利 率 �

�

ご 返 済 方 法 �

学生・生徒お一人につき200万円以内�

10年以内�

交通遺児家庭または母子家庭の方については、1年の延長が可能です。�

在学期間以内で元金の据置をおくことができます。�

（ご返済期間に含まれます。）�

（財）教育資金融資保証基金または保証人（1名以上）�

年1.65％（平成16年9月1日現在）�

毎月元利均等返済�

ボーナス月増額返済（ご融資額の2分の1以内）、ステップ返済（ご返済

額を途中で増額）もできます。�
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Q：どんなオートバイが、このシステムの引取対象になるの？

Q：オートバイを廃棄処分したい場合は、どうすればいいの？

自動車とオートバイ（自動二輪車）のリサイクルの取り組みが始まります。

オートバイは、2004年10月1日より、購入時又は廃車時に、また、自動車は、2005年1月1日より、購入時又は車検
までに、あるいは廃車時に、共にリサイクル料金を支払う事となり、それぞれの廃車時に引取り可能な業者等へ渡す
こととなります。
長年乗った愛車です。最後まで責任を持って処分しましょう。
お問合せ等は、それぞれのコールセンター又は販売店か住民生活課まで。

A：このステッカーが店頭に掲示されている「廃棄二輪車取扱店」、または全国の
「指定引取窓口」までお持ちください。
廃棄二輪車取扱店にお持ち込みの際は、収集・運搬料金（廃棄二輪車取扱店がお客様から廃棄二輪車を引
取り、指定取引窓口に引渡す際にかかる料金）と各メーカー、インポーターが公表するリサイクル料金のご
負担が必要となります。収集・運搬料金は廃棄二輪車取扱店に直接お支払いください。
リサイクル料金は、廃棄二輪車取扱店または指定引取窓口にそれぞれ備え付けの専用払い込み票で郵便局
にてお支払いください。
※廃棄時には、登録ナンバー返却などの法律上の手続きが別途必要となります。

「廃棄二輪車取扱店」、「指定引取窓口」の所在地など、
詳しくはこちらまでお問い合わせください。
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

二輪車リサイクルコールセンター

TEL.03-3598-8075 受付時間／9:30～17:00 （土・日・祝日を除く）
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

A：本システムに参画するメーカー、インポーターの以下のオートバイ、原付自転
車がリサイクルの引取対象となります。

《引取対象車両（例）》

※お引取りには、エンジン、前後輪などの部品が取り外された状態でなく、またゴミ類や後付け部品などは事前に取り除いてください。
お引取りできない場合もありますのでご了承ください。

《引取対象外車両》

サイドカー（側車） ATV（バギー車） 電動キックボード ミニカー

（取扱店を示すステッカー）
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新車�

今お乗りのクルマ�

購入時�

廃車時�

※来年2月1日から、登録・車検などの際に国による支払いの確認がなされます。�

くわしくは http://www.jarc.or.jp�
電話でのお問い合わせは�
自動車リサイクルシステムコンタクトセンター�
（コールセンター）03-5673-7396�
受付時間／平日9:00～17:00（土・日・祝日を除く）�

車検時�
までに�

新車ディーラー�

自治体に登録した引取業者� 資金管理法人�
（財）自動車リサイクル促進センター�

運輸支局内の窓口や�
整備事業者�

車検前に�
廃車となる場合�

Q：自動車のリサイクル料金はいつ支払う必要があるの？

A：新車は購入時に。今お乗りのクルマは、制度スタート後最初の車検時までに。
車検前に廃車となる場合は廃車時に、リサイクル料金のお支払いが必要です。

10月はグリーン購入推進月間です。�
「グリーン購入」とは…�

　環境に優しい商品等を優先的に購入する
ことで、資源を大切にする社会を創ること
を目指すものです。�
　マイバック（買物袋持参）を用い、エコ
マーク商品や再生品、資源化可能な商品等
を購入することなどの取組みをお願いいた
します。�

【エコマーク等の一例】�

環境に優しい�
商品に付くマーク�

ペットボトル�
再利用品に�
付くマーク�

古紙利用製品に�
付くマーク� 古紙配合率を示すマーク100％�

家庭から出るごみの焼却は止めましょう！

未整備の焼却炉あるいはドラム缶などの簡易な焼却炉を用いての家庭から出るごみの焼却は野焼きと見な
され規制されております。
ただし、農林業での害虫駆除や管理、また、庭掃除などでの落ち葉、雑草等の焚き火程度は限度内と考え

られます。たとえ、小量であってもビニール、プラスチック類、タイヤなどは悪臭の原因ともなりますので
燃やさないで下さい。
また、雑草等であっても周辺の住環境や自然状況に十分注意され、場合によっては消防署へ連絡するなど

し、行って下さい。 （南消防署　電話33－2875）
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廃棄物の不法投棄は止めましょう！�廃棄物の不法投棄は止めましょう！�

　ありとあらゆる物が捨てられ、村では適宜撤去し処分していますが、その
処理と時間に余分な負担を要しています。�
　産業廃棄物は勿論のこと、事業系一般廃棄物も含め資源化、減量化を心掛
け、適正に処理、処分しましょう。�
　来月には美化清掃を予定していますので、この機会にごみのポイ捨ての無
い地域づくりに取り組んでみましょう。�

　これは、ごみの減量や最終処分場の延命、廃プラスチック資源ごみの有効利用を図るためです。�

　該当廃棄物には廃プラスチック類を示すマークが付いています。お手数ではありますが、このマーク

を確認し分別することとなります。また、古い商品や輸入品には付いていないことがあります。�

　分別方法等は現在検討中ですので、詳細についてはしばらくお待ち下さい。�

　引き続き、ごみの適正分別、資源化可能廃棄物の細分別をお願いいたします。�

�

�

�

リサイクルやごみ分別のお問い合せは、�

住民生活課まで。�

場　所：路上　山林　河川　田畑(休耕時)など�
種　類：空き缶、空き瓶、ペットボトルなどのコンビニ・スーパー袋等で�

のポイ捨て�
電化製品、バッテリー、タイヤ、バイク、消火器、農薬等の処理困
難物�
家庭から出されたと思われるごみ、雑誌、ふとん、自転車等の生
活廃棄物�
コンクリート類、廃材等の産業廃棄物�

不法投棄の例�

廃プラスチック表示マーク�

平成16年9月27日（月）～12月24日（金）土日祝日除く�

東北自動車道（本宮IC～国見IC）の通行料金を5割引にします�

現金・ハイウェイカードなどETCを含む全ての�
支払方法が対象となります�

至仙台�国見IC

福島飯坂IC

福島西IC

二本松IC

対象区間�

本宮IC

至郡山�

例えば・・・�
二本松IC～福島飯坂IC間なら�
900円→500円に！�
（普通車の場合）�

東
北
自
動
車
道
�

■全車種対象�
■割引率／約50％�
■問合せ先／福島県東北自動車道社会実験協議会事務局�
　　　　　　（国土交通省福島河川国道事務所調査第二課内）�
　　　　　　�024（546）7170（受付時間：午前8時30分～午後5時）�

この料金割引は、一般道路の渋滞緩和への効果を把握するために実験的に実施�
されるものであり、実験期間終了後は通常料金に戻ります。�

この時間内料金を支払った�
車両が対象となります�

●割引は対象区間内での�
乗り降りに限ります。�
対象区間外との乗り降りは�
割引になりません。�

県北地方の国道4号などでは、朝夕の通勤時間帯に激しい渋滞が
発生しています。高速道路の通行料金を割引し使いやすくすること
で、渋滞を緩和できないか調査する社会実験を実施します。�

実施�
時間�

朝：午前7時～午前9時�
夕：午後5時～午後7時�

来年度開始を目標に廃プラスチック類の資源分別化処理対策を進めています。�

～昨年度の美化清掃で運ばれた不法投棄物～

～不法投棄防止看板設置の例～
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裁判員制度について

★平成16年5月「裁判員の参加する刑事裁
判に関する法律」が成立しました。公
布の日（平成16年5月28日）から5年
以内に施行されます。

★裁判員制度は、国民のみなさんに裁判
員として刑事裁判に参加してもらい、
被告人が有罪かどうか、有罪の場合ど
のような刑にするかを裁判官と一緒に
決めてもらう制度です。

★国民のみなさんが刑事裁判に参加する
ことにより、裁判が身近で分かりやす
いものとなり、司法に対する信頼の向
上につながることが期待されています。
国民が裁判に参加する制度は、アメリ
カ、イギリス、フランス、ドイツ、イ
タリア等でも行われています。

＊詳しくは、裁判所ホームページ　　
http://www.courts.go.jp/をご覧ください。
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１０月
保 健 衛 生 だ よ り

行　事　名 日　　　時 対　　　象　　　者 場　　　所 持参するもの

生ポリオワクチン

すこやか教室

４才児健診

こども健康相談

乳児健診

結核検診（追加）

1歳6ヶ月児健診

子宮がん検診
（子宮頚部細胞診）
※今年度は、骨粗鬆症　
検診は実施いたしま
せん。

キラキラ教室
（歯科相談）

10月4日�･25日�
受付13:00～13:30
10月5日�
受付9:15～9:30
10月13日�
受付12:30～12:45
10月18日�
受付9:00～11:00
10月18日�
受付13:00～13:15
10月18日�
受付13:00～13:15
10月19日�
受付7:30～9:00
10月27日�
受付13:00～13:15
10月28日�
受付 8:30～10:00
13:00～14:30

10月29日�
受付8:30～10:00

接種日現在、生後3ヶ月以上90ヶ月までの未接種の児

平成16年5月、6月生まれの乳児

平成12年4月、5月生まれの幼児

平成15年11月、平成16年2月生まれの乳児

平成14年11月、平成13年12月生まれの幼児

平成15年3月・4月生まれの幼児

平成15年8月生まれの幼児
お子さんのことで相談のある方

学校や職場などで結核検診（胸部レントゲ
ン写真撮影）を受けていない15歳以上の方

20歳以上の女性

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大山公民館

・検診録
・40歳以上の方は100円
（肺がん検診を併せて実施するため）
・母子健康手帳
・現在使っている歯ブラ
シ、コップ、タオル等

・子宮がん検診録
・検診料金1,000円

・母子健康手帳
・現在使っている歯ブラ
シ、コップ、タオル

・母子健康手帳
・健診問診票
・バスタオル等

・母子健康手帳
・健診問診票
・バスタオル等

・母子健康手帳
・４歳児質問票

・母子健康手帳　
・健診問診票
・バスタオル等

・母子健康手帳
・ポリオ予診票



第４７６号１６・９・１５ �広　報　お　お　た　ま

※ゴミ収集日　●燃えるゴミは毎週水・土曜日　●資源ゴミ・燃えないゴミは毎週木曜日

神原田たんぼくろに咲く
セイヨウタンポポ
（平成15年5月撮影）

箱�教授のシリーズ
くろ（あぜ・畔・ ）歳時記⑥本文より 大

おお

内
うち

玲
れお

那
な

ちゃん（２才２ヶ月）
「殿（祖父＝康雄さん）のお嫁さんにしてね�」

玉井字的場（父：康博さんより）

○お子さんの写真を募集します。

休 日 当 番 医

（１）午前９時より午後５時までの外来のみ診療。ただし、
東和町と岩代町医院は正午までの診療となります。

（２）医師の都合により変更する場合もあります。

９月23日 10月11日

９月26日 10月17日

10月３日
10月24日

10月10日

当　　番　　医
いしわたクリニック
野地眼科医院
佐久間内科小児科医院
池田眼科医院
枡記念病院
斎藤医院
和田医院
東和クリニック
吉田医院
整形外科内科小林医院
春山あだたら診療所
今古堂医院
（医）渡辺クリニック
東雲堂医院
（医）三浦内科医院
岩代町国保診療所
小泉医院

当　　番　　医
（医）坂本クリニック
土川産婦人科医院
土川内科小児科
（医）慈久会谷病院
枡記念病院
鈴木皮フ科クリニック
（医）広仁会金子医院
（医）上遠野内科医院
きくち整形外科
みずのクリニック
和田医院

電話番号
6 3－ 2 8 2 6
2 3－ 0 0 2 4
2 2－ 0 5 7 0
3 4－ 4 1 0 0
2 2－ 3 1 0 0
2 2－ 0 0 3 6
5 5－ 2 3 0 3
6 6－ 2 1 2 2
3 4－ 2 4 6 3
2 2－ 0 6 8 2
2 4－ 2 0 2 4
5 7－ 2 1 0 1
3 4－ 3 3 1 1
2 4－ 2 8 3 0
2 3－ 3 8 8 3
5 6－ 2 4 6 1
4 6－ 2 3 2 1

電話番号
3 4－ 1 1 8 8
2 2－ 0 0 3 5
2 2－ 6 6 8 8
3 3－ 2 7 2 1
2 2－ 3 1 0 0
2 2－ 6 8 7 7
5 5－ 2 3 4 3
3 3－ 5 8 6 6
2 3－ 2 6 2 7
2 3－ 5 1 5 8
5 5－ 2 3 0 3

所在地
本宮町
二本松市
二本松市
本宮町
二本松市
二本松市
岩代町
東和町
本宮町
二本松市
二本松市
岩代町
本宮町
二本松市
二本松市
岩代町
東和町

所在地
本宮町
二本松市
二本松市
本宮町
二本松市
二本松市
岩代町
本宮町
安達町
二本松市
岩代町

心配ごと相談

10月12日� デイサービスセンター日本間

10月20日� 大山公民館

※相談受付けは、午前９時から正午までです

＝今月の納期＝
国民健康保険税　　　　　（第３期）
介護保険料　　　　　　　（第３期）
水道料　　　　　　　（８・９月分）
農業集落排水使用料　（８・９月分）

・口座振替をご利用の方は残高を確認しましょう
・９月30日までに納めましょう


